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1．まずはじめに…

（1）　過去、アドリブに挫折した皆様へ
これまで、私は、何人もの生徒さんを指導してきました。

「ジャズ・ピアノを勉強したい！」という生徒さんのほとんどは、過去にピアノを弾

いていた方で、中には音楽大学まで卒業されている方も何人かいらっしゃいました。

私なんかにとっては、クラシックの曲を演奏する方が何十倍も大変だと思ってしまう

のですが、多くの生徒さん達は「ジャズの方が難しい」とおっしゃいます。

「では、クラシックと比べると、ジャズのどこが難しいのだろう？」

と考えると、クラシックには無い以下の2つの事がポイントになると思います。

①　コード・ネーム（あるいはテンション）

②　アドリブ

上記のうち、「①コード・ネーム（あるいはテンション）」については、中央アート出

版社から刊行されている私の著書、「Dr. カワシマのわたしにもジャズが弾けた！」

という本の中で詳しく説明しております。もしも興味のある方は、こちらをご覧にな

ることをお勧めします。

さて、本書のテーマは、ずばり「アドリブ」です！

きっと皆様は、「どうしてジャズ・ピアニストが、譜面に書いていないような事を勝

手に弾けるのか？」という事を疑問に思っていらっしゃるのだと思います。

また、皆様の中には、すでに何らかの手段でアドリブの事を勉強したことがある…と

いう方も多いかと思います。

理論書で勉強しました…という方も多いでしょう。

しかし、いきなりアイオニアン・スケールだの、ドリアン・スケールだの、なんちゃ

らスケールが鬼の様に出てきて、しかもそれが12キーで存在するわけですから、そ

れを覚えなければならない…となると、全くやる気が出なくなってしましますね。

もちろんジャズには「理論」というものがあり、ジャズ・ミュージシャンがアドリブ

で色々やることを系統づけるには、やはり文字での説明が必須になってきます。しか

し、理論をどれだけ勉強したところで、実際にピアノを弾く指でそれを実現できなく
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ては、何の意味もありません。

かくいう私も、理論を勉強しだしたのは、恥ずかしながらプロになってからです。

プロ奏者になり、やがては生徒さんが来て下さいますようになったときに、やはり物

事を「理論的にも」説明できなくては…と思い、勉強しだしたのです。

面白いことに、理論を勉強していくと、自分が無意識で演奏していたことが、理論的

にもそんなに間違っていなかったんだな…と思いました。

つまり、実際に演奏する上では、間違った音さえ出さなければ、理論を勉強する事

は、それほど重要ではない、必要ではないという事だったのだと思います。

あとは、「じゃあ実践だ」という事で、ライブハウスの初心者セッションなんかに顔

を出した事がある人も多いでしょう。そういったセッションでは、その日のテーマと

して決めた曲を、何回も演奏したりして、徹底的に 1曲を勉強することが多いよう

です。

こういうセッションで、人前で間違えて恥をかくのも勉強のうちですから、初心者セ

ッションというのも大切だと思います。

私もセッションで何回冷や汗をかいたことか…。

（ここだけの話ですが、今でも年に1回くらいは冷や汗かいています…。）

あと、ジャズの「場の空気」を感じ、また慣れるのにもいいと思います。

でもアドリブが出来る様になる…という意味においては、「全然ピンと来なかった」

という方も多いと思います。きちんとアドリブが出来るようになりたいのでしたら、

そういうセッションだけでは不十分です。セッションでは、指導的な立場の人から具

体的な説明というか指導を受けることはほとんどなく、せいぜい今の演奏が「良かっ

た」か「悪かった」くらいしか言ってもらえません。

まぁそういうわけで、本書を手にしていただいたみなさまは、色んな経緯を経て、今

日の日を迎えられたのだと思います。

（2）　本書の趣旨
本書では、とにかく「やさしく」講義していきたいと思います。

しかし、どういう風に「やさしく」したら良いのか…私は今回の執筆のお話を受けて

何日か考えました。そして、結論として、
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・ダサくてもいいから、間違いの無いアドリブを出来る様になってもらおう！

・階段を一歩一歩上って行ってもらおう

という結論に至りました。

そのために説明の仕方も、数ある理論書、教則本とは違った切り口で、もっと分かり

やすくお話ししていきたいと思います。ただ、真実は 1つというか、切り口は違い

ますが、最終的な内容は、現在普通に出回っている理論書、教則本と大きく変わるこ

とはありません。

さて、私の所に多くの生徒さんが来ます。

そして生徒のみなさんには、アドリブを基礎から教えさせて頂くわけです。ですが、

アドリブの基礎を学んでいて、みなさん口を揃えておっしゃるのは、

「そういうアドリブはダサい！」

とか、

「先生みたいなかっこいいアドリブが出来る様に教えてください！」

という事なのです。

しかし、考えてもみて下さい。今日までアドリブの「ア」の字も出来なかった方が、

たった 1時間のレッスンでかっこいいアドリブが出来るわけが無いのです。もし出

来る方がいらっしゃいましたら、それは相当な天才ですし、私になんか習わなくて

も、きっと将来、日本を引っ張っていくようなジャズ・ピアニストになれるのではな

いでしょうか？

とにかく、どんな芸事でも最初の一歩はダサいものです。

しかし、「基本にそったアドリブがダサい」という事と、「間違った音を出す」ことは

全然違います。最初のうちにダサくてもきちんと正しい音を出す癖を身に付けておけ

ば、今はダサくても、将来「かっこいい」音を出す事にはきっと役立つでしょう。と

にかく、階段は一歩一歩上っていくしか、他に方法は無い訳です。

ですから本書では、他の多くの理論書や教則本の様に、1冊の本でかっこいいアドリ

ブが出来る様になる事を目標にし、全ての内容を駆け足で説明する…という事ではな

く、アドリブの最初の一歩（二歩？）だけを学ぶ…という事に内容を絞って、その分

じっくりとお話ししていきたいと思います。



5

（3）　焦らない、焦らない…
本題に入る前に、みなさんがつい焦ってしまうポイントを 2つ程書き留めてさせて

頂きたいと思います。焦らないで一歩一歩前進してください。

・初見にこだわらない

みなさんのお知り合いの中にもいらっしゃるかもしれませんが、ちょっとジャズに慣

れてきた感じのピアニストの方が、セッション等において、知らない曲でも譜面を見

て初見でスラスラ弾いてしまう…という状況を目にすると、初心者の人はかなり焦る

のだそうです。

でも、焦らないで下さい。最初からそんなこと出来るわけがないのです。まずは、好

きな曲から 1 曲 1 曲時間をかけて研究していくことです。その積み重ねが、将来、

「初見ですらすら弾ける」という事になるのです。

・キーのやさしい曲から勉強する

皆様、まずはどうしても、セッションなどで頻繁に演奏されている曲を弾きたくなっ

てしまうのだそうです。で、そして弾けない自分に焦ってしまうのだそうです。

セッションで演奏される曲のキーというのは、必ずしも初心者の方が演奏しやすいキ

ーとは限りません。

キーというのは、やはりCが一番易しく、♭や♯の数が増えるにつれて、それなり

に難しくなっていきます。考えてもみれば、Cのキーでも満足にアドリブがとれない

のに、E♭（♭3つ）やA♭（♭4つ）のキーで弾ける訳が無いのです。

最初は出来るだけ焦らないで、Cや Fの曲から練習してみましょう。慣れてきたら

B♭や E♭も練習していけばいいのです。
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2．じゃあ実際にアドリブを考えてみよう

では、ここからが本論です。

（1）　アドリブとは？
それでは、アドリブとは一体何なのでしょうか？

奥が深いテーマですので、これで一冊本が書けそうな内容ですが、この講座では単に、

「コード進行に沿って、即興で作ったメロディーを演奏する」

という事にしましょう。

ですから、フリージャズやクラシックの即興演奏の様に、何もない所から音楽を生み

出す…というのとは少し違います。

（2）　コード進行に沿ったメロディーとは？
では、コード進行に沿ったメロディーって、何でしょうか？

ここで重要なのは、「コード進行」という事です。

コード進行というのは、とあるコードから次のコードに進んでいく、一連のコードの

流れです。

逆にその一連のコードの流れを一括りにしたものをコード進行と言ってもいいでしょ

う。

アドリブが出来ない…とお悩みの皆様に共通しているのが、コードを 1つ 1つ見な

がら、それに対してのアドリブのメロディーを考えてしまい、結局自分は何をしてい

いか分からなくなる…という事が挙げられます。

しかし、コード進行というものをしっかり把握してしまえば、いくつかコードのまと

まりを一つのモノとして捉える事が出来る様になります。

例えば、ジャズのコード進行で最も重要なものの 1つに「トゥー・ファイブ」と呼

ばれるものがあります。「トゥー・ファイブ」を克服する事がアドリブを克服する事

とも言っても言い過ぎではないでしょう。

この「コード進行」および「トゥー・ファイブ」に関しましては、本書で取り上げる

内容の大きなポイントになりますので、後々お話ししていきます。
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（3）　即興で作ったメロディーとは？
これは、字を見たままです。読んだままです（笑）。

通常アドリブのメロディーは、フレーズと言われる短いセンテンスがつながって構成

されます。

ジャズのアドリブのフレーズというのは、先にお話ししたコード進行に沿って、演奏

者が自分で新しいメロディーをその場で作り出して演奏していきます。もちろんコー

ド進行があるのですから、でたらめなフレーズを弾くと、コードのサウンドとは外れ

てしまいます。

言い換えれば、コード進行を見て、その中で許されている音を使って、自分のフレー

ズを自由に弾けばいいのです。許されている音…というのが、理論書等で大きな顔を

している「スケール」（音階）なのです。

大抵の人は、無限に存在していそうな、スケールの前に挫折してしまいます。

でも、この「スケール」という言葉、というか概念は、ある程度音楽というものを理

解してしまうと、文字で音楽を語る上では便利この上なく便利なツールなのです。

ですから、多くの講師、教則本などの著者は、音楽を説明する上でスケールというも

のを多用するのでしょうね。
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3．まずは白鍵だけでアドリブしてみよう！

実は、キーがCで、コード進行がそれほど複雑でなければ、ピアノの白鍵だけでも

アドリブが出来ます。

先ほども言った通り、かっこよくはないですし、あまりジャズっぽい感じにもならな

いのですが、基礎の基礎、とても重要な個所なので、焦らずにトライしてください。

（1）　スワニー河（in C）
それでは、次ページの（譜例—1）をご覧下さい。

この曲は「スワニー河」という曲です。アメリカの作曲家、フォスターの作った名曲

ですね。スイング・ジャズの時代の偉大なるバンド・リーダーだったトミー・ドーシ

ー（tb）のビッグ・バンドの演奏でもおなじみの曲です。

この曲のキーは、譜面の各段の左端に♯（シャープ）も♭（フラット）も付いていな

いことからもお分かりかとは思いますが、C（ハ長調）です。

また、コードもほぼ原曲通りの大変シンプルなものが付いています。通常、ジャズの

スタイルでは、もう少し複雑なコードを付けるのですが、ここでは基礎の基礎を学ん

でいるので、これでやりたいと思います。また、ボイシングに関しても、基本形のみ

のかなり初心者向けのものですが、基礎の基礎ですので、ご理解ください。

まずはメロディーを弾いてみましょう。

家で練習するときは、必ずメトロノームに合わせて弾いてください。

なお、ここの項目でお話しする内容とは若干お話がそれるのですが、演奏のポイント

を紹介します。このアレンジでは拍の裏で出てくる音符（シンコペーション）が多い

のですが、きちんとスイングすることを忘れないで弾いて下さい。シンプルな楽譜で

すが、弾くのは結構大変です。
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譜例—1 Swanee River
スワニー河 music by Bobby S. C. Foster

Arr. by Shigeru Kawashima
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Swanee River



11

いかがでしょう。

「簡単だし、ダサい！！」

と思った方も多いのではないでしょうか？

しかし、ここで焦って先に進もうとしないで下さい。1つ 1つ確実にでないと、進

歩しませんから。

では次に、このコード進行でアドリブをしてみましょう。

多くの教則本では、ここで、スケールの説明になる訳です。

例えば…、

コード上で使用するスケールをアヴェイラブル・ノート・スケールと言います。

CM7のコード上ではアイオニアン・スケール、FM7のコード上ではリディアン・ス

ケール、G7のコード上ではミクソ・リディアン・スケール…といった具合です。

もちろん、それぞれのスケールに名前が付いていて、それを覚えておくことは、将来

的にはきっと役立つと思われます。ですが私は、いきなり耳に馴染みのない言葉を聴

かされて、ここでつまずく人が続出する事実も知っています。

それに、答えを言ってしまうと、このコード進行上で使うスケールは、すべて白鍵だ

けのスケールです。（興味のある方は、理論書で調べてみて下さい。）

※（補足）理論にお詳しい方のために付け加えますと、もちろん、G7のコード上でミ

クソ・リディアン・スケール以外のスケールを使用する場合は、黒鍵もたくさん出て

きます。

ですが、ここは基礎の基礎をお話ししているので、とりあえずミクソ・リディアン・

スケールのみで考えて下さい。

ですので、みなさん、何も恐れずに、白鍵だけを使って、自分のアドリブを弾くこと

にトライしてみましょう。

ちなみにアドリブ初心者が弾きそうなアドリブを、次ページの（譜例—2）に紹介し

ます。みなさんも弾いてみて下さい。

あ、ちなみにここからは一段譜になります。左手の和音が欲しい方は、自力で両手の
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譜例—2 Swanee River
スワニー河 music by Bobby S. C. Foster

Arr. by Shigeru Kawashima
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楽譜を作成してみて下さい。これも重要な勉強です。

生まれて初めてアドリブを弾いています…という生徒さんのアドリブは、大抵こんな

感じです。

いかがですか？

確かに、間違った音は出していない様なのですがぁ…。

なんだか、ちょっと残念な感じですね。先ほどダサくても我慢してください…とは言

ったのですが、これではちょっとつらいですね。

なぜ残念なのか？これには3つポイントがあります。

①　ひたすら 8 分音符で弾いている

②　コードのルート音からフレーズを始める

③　アヴォイド・ノートを連発している

では、1つ 1つ見ていきましょう。

① ひたすら 8 分音符で弾いている

さて、アドリブというのは、先ほどこの様に定義しました。

「コード進行に沿って、即興で作ったメロディーを演奏する」

さて、この「メロディー」…という事で考えると、要するに、その場で新しい曲を作

曲するという事になります。

では、古今東西の曲のメロディーを眺めてみて、ひたすら 8分音符で奏でられてい

るメロディーがどれだけあるでしょうか？

確かに、1940年代当時の、ジャズの最も新しいスタイルであったビ・バップと呼ば

れるスタイルの曲の中には、8分音符中心のメロディー（リフものと呼ばれる曲）も

多いのですが、ひたすら8分音符というのは、皆無だと思います。

要するに、メロディアスではないのです。もっと歌のメロディーの様なフレーズで弾

くようにした方が良いでしょう。

② コードのルート音からフレーズを始める

コード・ネームの音、例えばCというコードならば「ド（C）」の音を、そのコード

のルート音と言います。本来であれば、一番間違いのない音なのですが、間違いがな

さ過ぎて、一つも面白くない音になってしまいます。
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ジャズは基本的に不良の音楽なので、こんな真面目君みたいな音は避けた方が無難で

す。

例えば（譜例—2）の5小節目からの4小節をご覧下さい。

すべての音がルート音から始まっていることに気付くと思います。

なんか安いクラシックの曲の様なフレーズですね。

かっこいいフレーズを弾くコツとしては、フレーズの始めの音は、ルート音をなるべ

く避ける様に心がけると良いでしょう。

③ アヴォイド・ノートを連発している

では、次に、アヴォイド・ノートについてお話ししましょう。

アヴォイド（avoid）というのは英語で、「避ける」とか「回避する」という意味が

あります。ノート（Note）というのは、音楽においては「音」という意味もありま

すから、アヴォイド・ノートというのは、「避けるべき音」という事になります。

スケールの中の音なのに、避けた方がいい…というのも、どこか変な感じがします

が、これは、「使ってはいけない音」というわけではなく、「なるべく使わない方がい

い音」くらいに考えておいた方が良いでしょう。

経過音（メロディーの途中の音）として使う分には問題ないのですが、フレーズの頭

の音、メインの音として使ったり、そのフレーズの終わりの音がアヴォイド・ノート

だったりすると、少し残念な感じになるという事です。

次ページの（譜例—3）に、各コードにおけるアヴォイド・ノートを紹介しておきま

す。便宜的にスケール名を書いておきましたが、今は無視して結構です。

※（補足）今は無視しても結構ですが、皆さんが将来、ある程度理論を身に付けた時に

なって、（譜例—3）を見返したら、ここにスケール名が書いてあった意味がきっと分

かると思います。

さて、こうしてみると、コードがCM7の時には「ファ（F）」の音、G7の時には「ド

（C）」の音がアヴォイド・ノートである事が分かると思います。

さて、もう一度先程の（譜例—2）を見てみましょう。
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譜例—3
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1 小節目のコードはCですが、いきなり「ファ（F）」の音でフレーズがスタートし

ていますね。もう残念な事この上ない感じです。8小節目のG7でも「ド（C）」の

音が連発されていますね。この辺もかなり残念です。

ですが、9小節目（Bの 1小節目）の 3拍目にもコードがCで「ファ（F）」の音が

出てきますが、これはそんなに残念な感じがしません。むしろちょっとジャジーなフ

レーズです。

これは、「ファ（F）」の音がメインの音ではなくて、経過音として前後の音をつなぐ

役割をしているからです。

17小節目（Cの 1小節目）のフレーズも、コードがG7なのに Cで「ド（C）」の

音がたくさん出てきますが、これもそんなに残念な感じがしませんね。やはり経過音

として、前後の音をなめらかにつないでいる役目を果たしているからです。

ではここで参考までに、ここまでで学んだことを踏まえながら、（譜例—2）を元にし

た（譜例—4）で私の模範アドリブを紹介しておきたいと思います。元にはしていま

すが、やはり、かなり変えてはいますので、ご了承ください。

白鍵だけ使っても、こんなアドリブが取れるんだなぁ…と思っていただければ、とて

もうれしく思います。
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コラム的な…

先ほど、アドリブのスケール習得について

CD などで好きなピアニストのフレーズをコピーしていくうちに、自然と身に付いた

のだと思います。

と言いました。

「自然と身に付いた」…というと、まるで何もしないうちに弾けるようになったみた

いな言い方ですが、実際はそれとは真逆です。

食う、寝る、トイレ、風呂、バイト…以外の時間は、ほぼ全て練習に充てていました。

特に、CDのコピーに力を入れていました。

聴くのも勉強です。

私は1,000枚くらいのジャズのCDを持っていますが、そのうちの800枚くらいは、

駆け出し当時に買ったものです。今みたいに YouTube もありませんから、レンタ

ル屋さんで借りるか、そこにないものは買って聴くしかなかったわけです。

更に付け加えますと、アーティスト達は、CDを熱い心と予算を込めて作っています。

皆様も出来るだけ音楽を聴く手段としては YouTube 等だけで済ますのではなく、

気に入ったCDがあれば買う様にして下さい。それが、アーティスト達にとっての生

活の糧になるのです。また、やる気の元になるのです。出したCDが売れるから、ま

た次のCDも作れるのです。

12．最後に

やはりアドリブを身に付けるというのは、そんなに簡単なものではありません。

時間がかかるものです。

みなさんも、

「なんですぐ出来る様になんないんだろう〜？」

なんて焦ったりせず、じっくり時間をかけて身に付けて下さい。

最後に、私の座右の銘を…

練習しないものは上手くならない！
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